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ソルガム F1 品種「天高」における雑種強勢の仕組みを解明 

－高バイオマスを達成する 6 つの重要遺伝子座とその組み合わせ

が明らかに－ 

現在、日本を含め世界の多くの地域では、雑種強勢を利用することで多収
を達成した多くの F1 品種が栽培されています。長稈で大型作物であるソルガ
ムは、その高バイオマス性からバイオエタノール(BE)生産やバイオリファイ
ナリー(BR)利用が期待されてい

については、これまで「雑種強勢の典型的な例」と説明されてきましたが、
その分子遺伝学的な仕組みについては解明されていませんでした。自殖性作
物（例えばイネ）では、近年、ゲノム情報を活用したゲノム育種（例えば DNA
マーカー育種）が盛んに行われていますが、天高のような F1 作物ではこの仕
組みが明らかでないために、遺伝様式に基づいたゲノム育種が困難でした。 

そこで本研究では、天高の高バイオマスに関わる仕組みの解明を目指し、
雑種後代 F2 集団を用いた QTL 解析を試みました。その結果、天高の高バイオ
マスには 6 つの遺伝子座の組み合わせが重要であることを明らかにしまし
た。さらにこのうち 4 つの遺伝子についてはその変異とバイオマスに関わる
役割も明らかにしました。このことによって、これまで全く未解明だった天
高の高バイオマスを実現する遺伝様式が明らかとなりました。言わば、天高
という大きな建物を支えている 6 つの遺伝子座という屋台骨が明らかとなっ
たわけです。 

この研究の成果は、様々な F1 品種の改良に大きな変革をもたらす可能性が
あります。つまり、他の F1 品種においても重要な遺伝子座を明らかにしその
屋台骨を維持することで、自由な育種デザインが可能になるということをこ
の成果は意味しています。これを実践すべく、BE・BR 原料としての天高の最
適化を目指し、有用な QTL を集積する新たな品種育成の試みを始めています。 
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